HAPPENING IN THE 21ST CENTURY: PROPOSAL OF WORKPLACE IN THE SHINJUKU STREET by 小倉 明梨
21世紀のハプニング : 新宿通りにおけるワークプ
レイスの提案
著者 小倉 明梨
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 7
発行年 2018-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/14095
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.7（2018 年 3 月） 法政大学
21 世紀のハプニング
- 新宿通りにおけるワークプレイスの提案  -
HAPPENING IN THE 21ST CENTURY
PROPOSAL OF WORKPLACE IN THE SHINJUKU STREET
小倉明梨
Akari OGURA
主査　下吹越武人　　　副査　渡辺真理・浜田英明　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　I propose happening in the 21st century to give a person well in homogeneous cities energy. It is to 
liberate  the work place in a street with the publicity that an argument is born as. The work place constructed 
in the street, core, jungle changes from "the society" of Hannah Arendt into "the world", and the people 
recover energy and get well. 
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１. 設計背景・概要
　現在の都市はどこでも同じような経験をする、均
質な都市になっている。そしてそこで生きている
人々に元気のなさを感じている。そこで、かつて人々
を人間らしくしてきたハプニングを起こすことで、
都市に元気を与える事が出来ると考え、21 世紀の
ハプニングとしてワークプレイスを提案する。
２.　２１世紀のハプニング
　２０世紀のハプニングは、ハイアートから人々を
解放するためにアートをストリートへと介入させ、
演劇やゲリラなどを行い、多くの鑑賞者の人間性を
取り戻させ、人々を元気にした。このことからアー
トは、ハプニングを通して、ストリートは議論が生
まれるような公共的な場であると示した。そこでス
トリートをより自由で公共的な場にすることで結果
として２１世紀のハプニングとなり、現在の人々は
人間性を取り戻し、都市全体が元気になっていくと
考える。
３.『社会』から『世界』へ変えるワークプレイス
　ハンナ・アーレントは、昔は自分という存在を記
憶していてくれる、創造性のある『世界』があった
と言った。そこでは人は人間らしく生きていた。し
かし近代はそれを生産性の高い『社会』へと変えて
しまった。生産性が高くなることで、人々の生活、
働く場所の人間らしさが失われ、人々の元気も失わ
れていった。
　社会から世界へ変えることで人々の元気を取り戻
すことが出来る。そのためにワークプレイスを議論
の生まれる公共的なストリートへ解放する。そうす
ることで創造性が生まれ、社会が世界へと変わり
人々は人間性を取り戻し元気になる。
　
４. ワークプレイスの構成
　本計画のワークプレイスは３つの構成要素、グ
ローブ、コア、ジャングルによって構成されている。
Umberti Boccioni, 未 来 派 の 夜 会 の 戯 画 ,1910 ハ イ レ ッ ド・ セ ン タ ー ,
首都圏清掃整理促進運動 .1964
　グローブ
　Casa da Musica のような多面体の形態を持ち、ス
ラブとヴォイドで空間構成されている。グローブは
主に仕事をする場で、３つの人の居場所、ストリー
ト、フォーラム、ガーデンがある。
　ストリートは、カウンター席やテーブル席などが
あり、意見交換などが行われ、最も議論の生まれる
公共的な場となる。
　次にフォーラムは、ストリートで仕事をしている
人の発表や大きな会議、ワークショップなども行う
場であり、アウトプットの場所である。
　３つ目は、仕事で疲れた人や周辺にいる人が休憩
する場となっている。庭のような、芝生の場所で人々
は自由に好きなように過ごすことができる。
　そしてグローブ１つ１つがトラス構造になってい
て、グローブ同士もトラスで組まれ接続している。
　
コア
　コアは垂直動線を担うエレベーター機能の入った
コアと水回りコアの２種類がある。このコアはワー
クプレイス内の構造体にもなっていて、グローブと
スラブを共有することでグローブを支え、ワークプ
レイスを自立させることができる。
ジャングル
　現在コンクリートで舗装された場所のコンクリー
トを剥がし、生態環境を取り戻すためにジャングル
にする。この場所では人々が休むのではなく、自然
のための場所にする。
５.　公共へ解放されたワークプレイス
　ワークプレイスを議論の生まれる公共的なスト
リートへ解放し公共空間にすることで、様々な人が
働くようになる。何かを作り出す人 ( ものづくり、
企業の企画 / 開発など ) を対象とすることで小さな
コミュニティやネットワークが集積する。そうして
小さなネットワークの内外での、『誤配』( ジャッ
クデリダの提唱した概念：偶然的な出会い ) が生じ
ることで、仕事は生産性だけでなく創造性も加えら
れ、社会から世界へと変わっていく。
　また、公共空間としてのワークプレイスなので運
営・管理は行政が中心となり行われ、具体的な働く
人としてはノマドワーカーや近隣のオフィスビルや
商業施設、飲食店などの開発 / 企画 / ものづくりに
携わる人を対象とする。働き方として、グローブ１
つ１つがコミュニティをつくり、それぞれフリーア
ドレスになっており、グローブ１つの中で自由に好
きな場所で働くことができる。そうすることでよ
り、誤配が生じやすくなり、世界へと近づく。
６.　敷地
　敷地は、新宿駅東口の ALTA 前から伊勢丹前まで
の新宿通り。新宿区の新宿東口まちづくり計画によ
ると、２０２０年から２０３５年までの間にこの通
りが終日歩行者天国になることがわかった。そこで
この新宿通りのストリートを敷地とする。
　また、新宿区、新宿の老舗、新宿高野、中村屋、
伊勢丹と早稲田大学が現在の新宿に文化やエネル
ギーがないと感じている。そこで彼らを動かす事
で、新宿通りの他のテナントやオフィスで働く人が
仕事をするようになり、さらに広まれば新宿東口全
体からこの場所で働く人々が出てきて、新宿東口全
体が新しい働き方、新しい文化を獲得する。
敷地 地下道新宿駅
ガーデン
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７.　新宿東口への手法・操作
　ワークプレイスを計画しながら都市に対して３つ
の操作を行った。
地下の天井を剥がす
　現在、敷地である新宿通りの地下には地下道があ
る。この地下道は天井高が低く、場所性もない。そ
こで、地下道の天井を剥がすことで、地下道は今ま
でとは違った通り道となる。
そして、海に浮いた島のような地上部分がジャング
ルとなり、地下と地上に自立する建築を計画する。
　スラブで既存建物のファサードへ接続する
　新宿通りを新しいストリートにするために、様々
な高さで、グローブ、コアからスラブを伸ばし既存
建物のファサードへ接続する。このスラブは、主に
新宿通りを訪れた人々の周辺建物への移動の場所と
使われたり、移動販売なども行われる場所となる。
そうすることでより多くの人が通るようになり、仕
事をする人と通行人との間にも誤配が生じ、より豊
かな世界に変わっていく。
　また、周辺建物の２つに１つの間隔でスラブを伸
ばすことで、周辺建物の建替後のインフラを担う役
割を持つ。周辺建物のファサードは連結スラブの高
さに合わせてセットバックしたり、連結スラブに伸
びるようにテラスが出てくる。そのことによって、
内部の活動が外に出てきたり、すべての建物から連
結スラブを通してワークプレイスにアクセス出来る
ので、周辺建物のインフラを担うことができる。そ
うして、インフラの入っていない建物や活動が外に
開いている建物など、新しい雑居ビルの在り方が生
まれてきて、人の活動だけではなく新宿通り全体が
新しい場所となる。
　コアを街角に配置する
　新宿東口の街区全体を新しい場所にするために
ワークプレイスのコアを街角に配置する。ワークプ
レイスのコアが街角のコアとなり、新宿通りに接す
る道のコアとなる。コアの入り口を接する道に計画
することでワークプレイスから道への接続が生まれ
れ、ワークプレイスでつくられたものが売られるア
ンテナショップなどが出やすくなり、新宿東口の街
区全体が新しい文化を獲得する。
８.　おわりに
　現在の均質な都市の中での人々の元気の喪失は、
ワークプレイスを議論の生まれる公共性を持つスト
リートへ解放することで、通行人、その場所で働く
人など、様々な人々が偶然的に出会い、彼らの考え
やつくるものが変わり創造性が生まれ、やがて社会
が世界へと変わる。その結果として本計画の建築は
２１世紀のハプニングとなり、人々は元気になり、
都市全体が活気を帯びていくことを信じている。
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